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部活動地域展開
令和7年3月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「部活動地域展開」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの発言です。

○１０番（崎尾亮介） ［登壇］

次に、日田市の学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針について質問します。

２０１９年に、文科省が学校における働き方改革等を踏まえ、部活動を地域単位の取組としていく方向性を示し、現在では２０２３年度か
ら２０２５年度までの３年間を改革推進期間として、地域の実情に応じて可能な限り早期の実現を目指すというガイドラインが示されてい
るところであります。

いわゆる部活動の地域移行、現在では地域展開という名称ですが、全国的に見てもおのおのの地域で問題があり、進捗状況にはばらつきが
あるようです。

そんな中、神戸市では２０２６年９月には中学校の部活動を終了し、コベカツとして地域展開すると報道がありました。

日田市におきましても、令和６年３月に日田市の学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針が示されました。地域格差、
体験格差を是正するすばらしい内容でした。できることならこのままの形で具現化していただきたいと思います。

しかし、方針の中で「地域の実情に応じ関係者の共通理解の下、できるところから取組を進める」という文言があり、日田市においての地
域の実情に応じた形がどのようなものなのか確認するため、日田市の学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針の現状
と課題についてお伺いします。

○教育次長（瀬口英隆） ［登壇］

まず、本市の学校部活動の地域展開の進捗状況についてでございますが、令和４年度に日田市立中学校部活動検討委員会を設置し、令和５
年２月から令和７年３月までに計６回の協議を行っております。

検討委員会では、学校教育課、スポーツ振興課、社会教育課が事務局となり部活動、地域スポーツ、文化芸術の観点から取組を進めている
ところでございます。

具体的な取組といたしましては、アンケートの実施がございます。令和５年度は、児童、生徒、保護者、教職員を対象としたアンケートを
実施し、部活動が地域展開することへの期待や課題、受皿となる地域クラブのニーズの把握などを行いました。

令和６年度は、指導者確保の観点から、中学校の教職員を対象として、兼職兼業による指導希望調査を実施いたしました。また、現在、社
会教育団体や地域スポーツ団体に対してアンケートを行っており、活動の受皿となり得るか、指導者の派遣が可能かといった内容について
状況を把握することとしております。

その他の取組としましては、合同活動形式による試験的な取組がございます。部活動検討委員会において、地域クラブの一つの形として、
複数の部活動が合同で活動を行う方法について意見が出されたことを受け、令和６年度中から本取組を開始いたしました。

本取組は、令和８年度以降の休日における運動機会確保の場づくりと、それに係る指導者の人数及び費用、課題等について検証することを
目的としております。

令和６年度は、個人競技である柔道部において、令和７年度は柔道に加え団体競技である野球やサッカーにおいて、月に一、二回程度の合
同活動を実施し、課題の検証を行う予定としております。

次に、部活動地域展開に係る課題についてでございますが、全国的にどの地域におきましても、公費負担と保護者負担のバランスなど、費
用負担の在り方が課題となっており、これは日田市におきましても例外ではございません。

また、特に本市独特の課題としましては、本市には規模が異なる中学校が１２校あり、市域が広く、移動にも時間を要することや近隣に大
学がないことなどから、指導者の確保が難しいといったことなどがございます。

本市におきましては、令和８年度中に休日の部活動を地域展開する方針としておりますが、スケジュールのみにこだわらず、本市の実態に
合った地域展開を推進するため、アンケート結果による新たな受皿の確保や、合同活動形式の試験的な実施における効果を検証してまいり
ます。

また、すぐに部活動がなくなってしまうのではないかなど、生徒や保護者の方々に不安や混乱を生じないようにするため、中学校部活動は
いずれなくなり、地域での活動になっていくこと、来年度の中学校部活動は通常どおり実施することなどが分かる周知用のチラシを市教委
で作成し、市内、小中学生及び保護者へ配布するとともに、市ホームページで公開していく予定でございます。
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○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

次に、学校部活動の地域展開についての再質問をさせていただきます。

サッカー場などは、芝環境のある玖珠のほうが整っていると私は思っております。周辺部の移動や人員の施設の環境を考えれば、広域のほ
うが都合のよいこともあるのではないかと思いますが、広域での実施も検討されているのかお伺いします。

○教育次長（瀬口英隆） ［答弁］

広域での実施を検討しているかということでございますが、国の方針では、一つの市町村における対応が困難な場合は、複数の市町村によ
る広域連携の取組を進めることも重要であるということが示されております。

現在は、市内での地域展開を中心に検討をしているところでございますが、指導者の確保、生徒の人数、施設、移動時間などの状況によっ
ては、他の自治体と連携する必要が出てくるということも想定しておるところでございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

先ほども費用負担のことについて言及がありましたが、国も受益者負担を考えているということでした。市は、地域クラブ活動に係る施設
使用料を低廉な額としたり、送迎面の配慮を行ったりするなどの支援を行うとともに、経済的に困窮する家庭の生徒の地域クラブ活動への
参加費用の支援等の取組を進めるとあります。

部活動がなくなると宣言した神戸市も、上記の内容は検討課題として挙げていて、具体化しておりません。課題は多いですが、地域格差、
経済格差、体験格差を是正し、貧困の連鎖を断つ可能性を秘めた大事な要素だと考えております。

神戸市のように具体化せずに実施する可能性もあるのか、現時点で言えることがあればお教えください。

○教育次長（瀬口英隆） ［答弁］

保護者の費用負担の関係であると思いますけれども、他の自治体と情報共有を行ったところ、持続可能な活動とするためには、現在の部活
動を行うに当たりまして、保護者が負担している費用と同程度お願いすることが必要ではないかという意見が多く出されているところでご
ざいます。

費用面については、保護者負担と公費負担のバランスが大切であるというふうに考えておりますので、情報収集に努めるとともに、国や県
の予算措置等の動向に注視してまいりたいというふうに考えております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

クラブ活動の選択肢が多いことが、学びの多様化の一つだと考えております。先ほど答弁にもありましたが、生徒や保護者のニーズに応じ
て増えることも想定されているのか、お教えください。

○教育次長（瀬口英隆） ［答弁］

クラブ活動の選択肢が多いことということでございますけれども、地域クラブ活動の在り方につきましては、学校部活動が担ってきた教育
的意義を継承、発展させつつ、新たな価値を創出することが重要であることが国から示されております。そして、その新たな価値の一つが、
生徒のニーズに応じた多種多様な体験と捉えております。

部活動の地域展開は、学校で行われていた部活動をそのままの形で地域に移行するということではなく、地域全体で支え、生徒の豊かで幅
広い活動機会を保障するということが大切になってきます。

日田市におきましても、現在の部活動では実施していないスポーツ、文化芸術活動についても、生徒の幅広い選択が可能となるということ
を想定しているところでございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

ｅスポーツのような新しい競技も実施するなら、施設設備、指導者が必要となりますが、地域格差是正のためにも、ぜひ新しい教育こそ実
施していただきたいと考えております。現在言及することがあればお教えください。

○教育次長（瀬口英隆） ［答弁］

現在、部活動に所属している生徒が、部活動の地域展開により活動機会を奪われることがないようにしなければならないというふうに考え
ております。
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部活動にない新たな活動につきましては、他の自治体の取組の情報収集に努めまして、日田市の実態に合った取組を進めてまいりたいとい
うふうに考えております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

ぜひ柔軟な対応をよろしくお願いいたします。

この地域展開には、働き方改革の側面もありますが、どの程度の在校等時間が削減できる予定でございますか。

○教育次長（瀬口英隆） ［答弁］

中学校の教職員における時間外在校等時間の全てが部活動によるものではございませんので、部活動の指導がなくなることは、一定の効果
があるというふうには捉えているところでございます。

○１０番（崎尾亮介） ［要望］

教育長にお願いがございます。先日、中学校の卒業式に参加させていただきました。その際、とてもりりしく部活動の役割がそこにあるの
ではないかというような感じ方をしました。その部活動が今後なくなってしまう中で、クラブ活動に地域展開をしたとしても、別のいい部
分が残るような調整をしていただきたいと要望します。よろしくお願いします。

○１０番（崎尾亮介） あ、答弁は必要ないです。すみません。


